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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、乳がん検診受診率の向上をめざし、同意の得られた成人女性 33 人を対象に

乳房セルフケア促進プログラムを実施し、妥当性を評価した。その結果、介入前に比べ介入

後 1 年で、40 歳以上の定期的マンモグラフィ受診者は 26.1％から 60.9％（p=0.008）、30 歳

以上の定期的自己検診実施者は 21.2％から 57.6％（p=0.004）と有意に改善した。また、

85％以上の参加者は、プログラムに対して満足かつ有用と回答した。以上の結果から本プロ

グラムは妥当であると考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, firstly, the program of promoting breast awareness has been developed to enhance 

the rate of having a screening for breast cancer for 33 women who consented to enrollment. Secondly, 

validity of the program was evaluated. As a results, after one year intervention, the rate of having 

regular mammography examination was significantly raised to 60.9% from 26.1 %(p=0.008) among women 

40 or older, while the rate of having regular self-examination on breast was also significantly raised to 

57.6% from 21.2% (p=0.004) among women 30 or older. Furthermore, 85% of participants stated that 

they were satisfied with the program and regarded it as valuable. Considering these results, validity of 

this program was successfully demonstrated.  
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１．研究開始当初の背景 

乳がんは、自分で見つけられる唯一のがんで

あり、正確な知識や関心をもっていれば早期発

見・早期治療が可能となり、効果的な教育により

死亡率を下げることが期待できる疾患である。し

かし、日本の女性の乳がん罹患者数は 40,675

人（がんの統計編集委員会、2007）、死亡者数

は 10,721 人（がんの統計編集委員会、2007）で

年々増加しており、特に 30 歳～60 歳代の成人

女性においては乳がん罹患者数および死亡者

数が１位であり、深刻な社会問題となっている。 

2002 年から取り組み始めた行政や企業、患

者団体でのピンクリボンキャンペーンによる啓発

活動や、地方自治体におけるマンモグラフィ検

診の積極的な導入などさまざまな対策をしてい

るが、2005 年の乳がん検診受診率は 17.6％で

あり、都市部においては 10％を満たない（厚生

労働省大臣官房統計情報部、2007）。 

欧米における近年の教育プログラムの特徴は、

医療者が主体で実施するのではなく、訓練を受

けた市民や乳がん体験者が地域住民に実施す

るという方法に変わっている。アトランタでは 125

人の訓練を受けた地域健康促進者が、その地

域に住む女性の乳がん意識の向上や自己検診、

乳がん検診の促進のために 1000 回を超える双

方向的なプログラムを教会、学校、職場そして地

域の健康フェスタで実施したところ、非浸潤性乳

がんと診断された女性が 2 倍に増え、Ⅳ期の乳

がんの割合が 3 分の 1 に減少した（NIC Cancer 

Bulletin,Vol5(3),2008）ことが報告されている。 

わが国では乳がんに関する教育プログラムを

系統的に開発・評価した研究はなく、殆どが検

診の待ち時間などを利用して乳がん検診の講

義やビデオを視聴して、自己検診を指導したと

いう調査報告のみ（服部ら,2001、横森ら,1999、

石田ら,1998、田中ら,1994）である。我々は研究

課題「乳がん体験者との協働による一般女性と

看護職のための乳がん予防啓発プログラムの開

発」（平成 18 年～20 年度文部科学省科学研究

費補助金 基盤研究(B) No.18390595）の一環

として、乳がん体験者および子供をもつ母親を

対象として、乳がん検診・自己検診に関するヒア

リング調査を行った。その結果、啓発教育の工

夫として「成人早期からの教育の必要性」「アク

セスしやすい場所での実施」「検診方法・費用な

どに関する具体的な情報提供」「自己検診指導

の要望」などがあげられた。この結果および文献

を基に乳がん予防啓発教育プログラムを考案し、

実施・評価したが、この研究課題を発展させた

内容にする必要性があると考えた。なぜなら、乳

がん患者のなかには自分でしこりを見つけても

様々な事情で受診までに時間を要していること

がヒアリング調査で明らかになった。乳がん患者

の約 60％は自分でしこりを発見し、2～3cm の大

きさ（Ⅱ期前後の状態）で受診する人が多いこと

を考えると、日本の現状に合わせた効果的な乳

がん啓発教育プログラムの開発が急務である。 

そこで、乳がん検診受診行動の障壁などを明

らかにした上で、乳がん体験者と専門的知識を

備えた医療者が協働し、 Community–Based 

Participatory Research（以下CBPRと略す）の手

法を用いて乳がん早期発見に必要な乳房セル

フケア促進プログラムを開発し、地域や職場に

おいてプログラムを実施・評価することが重要で

あると考える。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、乳がん検診受診率や早期

発見率の向上をめざし、乳がんの知識や乳房セ

ルフチェック技術を高めるために、成人女性を

対象に乳房セルフケア促進プログラムを乳がん

体験者との協働のもと開発・実施し、プログラム

の妥当性とその効果を検討することである。 

 

３．研究の方法 

(1)乳房セルフケア促進プログラムの開発 

①日本版健康信念モデル尺度の作成 



Champion らが 1990 年代に開発した乳がんお

よび乳がん検診に対する健康信念を測定する

尺度（Champion’s Health Belief Model Scale：

CHBMS）は、各国で翻訳、汎用されている。そこ

で、本研究の介入効果を測定する尺度として

CHBMS の日本語版（CHBMS-J）を開発するた

めに、2010 年度成人女性 2,476 人を対象に質

問紙調査を行った。質問紙は、開発者の許可を

得て翻訳、逆翻訳を行ったうえで、質問項目の

表現、内容の妥当性について 10 人にプレテスト

を実施し検討してCHBMS-Jの試案を作成した。

試案は、乳がんへの罹患性（5 項目）、乳がんへ

の懸念（8 項目）、マンモグラフィ検査の利益（4

項目）、マンモグラフィ検査の負担（13 項目）、自

己検診の利益(4 項目)、自己検診の負担(11 項

目)、自己検診の自己効力感(10 項目)の 7 つの

サブカテゴリー、計 55 項目で構成された。 

1,166 名から有効回答を得て、尺度の妥当性、

信頼性の分析を行った。主成分分析を行った結

果、乳がんの罹患性、懸念を合わせた 15 項目

については、主として乳がんの罹患性で構成さ

れる第 1 主成分（罹患性 4 項目と懸念 3 項目，

負荷量 0.642～0.888）と、主として乳がんへの懸

念で構成される第 2 主成分（罹患性 1 項目と懸

念5項目，負荷量0.587～0.780）が抽出された。

自己検診に関する 25 項目については、自己検

診の自己効力感（10 項目）と自己検診の実施技

術に関する困難を表す自己検診の負担（5 項

目）で構成される第 1 主成分（負荷量 0.708～

0.946）と、自己検診の利益（4 項目）と自己検診

実施における心理的障壁を表す自己検診の負

担（6 項目）で構成される第 2 主成分（負荷量

0.525～0.904）が抽出された。マンモグラフィ検

査に関する 17 項目については、マンモグラフィ

検査の利益（4 項目）で構成される第 1 主成分

（負荷量0.997～0.999）と、マンモグラフィ検査の

負担で構成される 5 主成分が抽出された。 

 次にサブカテゴリーごとに信頼性係数クロンバ

ックαを算出したところ、マンモグラフィ検査の障

害・負担が 0.475 と低値であったが、他のサブカ

テゴリーについては、0.782～0.999 の値をとって

いた。これらの分析結果から、乳がんの罹患性、

乳がんへの懸念はいくつかの項目の交差が見

られ、また自己検診に関する 3 つのサブカテゴリ

ーについては自己検診の負担が 2 分し自己検

診の利益と自己検診の自己効力感に統合され

る結果となった。これらは日本語表現にした際、

各サブカテゴリーが示す概念が類似した表現と

なっていることが一因として考えられたが、信頼

性係数が高い値をとっていたことから、本来の尺

度として用いることが適切であると判断した。 

 マンモグラフィ検査に関する17項目は、マンモ

グラフィ検査の利益は妥当性、信頼性が確保さ

れたと考えられたが、マンモグラフィ検査の負担

（13 項目）については、一方向性ではない多要

素を含むものであることが推察された。マンモグ

ラフィ検査の負担については、これまで開発者ら

は項目内容や項目数を変化させたいくつかのサ

ブカテゴリーを提示してきており、本調査は最も

項目数が多いものを選択した。しかし今回多要

素であることが推察されたため、改めて開発者ら

が最初に開発し、現在先行研究で最も汎用され

ている組み合わせ（今回使用した13項目の中の

5 項目のみで構成される尺度）を選択し、再度 5

項目からなるサブカテゴリーとして分析を行った。

その結果、マンモグラフィ検査の利益（4項目）で

構成される第 1 主成分と、マンモグラフィ検査の

負担（5 項目）で構成される第 2 主成分が抽出さ

れ、かつマンモグラフィ検査の負担のクロンバッ

クαは 0.708 であった。以上の結果から、

CHBMS-J は乳がんへの罹患性（5 項目）、乳が

んへの懸念（8 項目）、マンモグラフィ検査の利

益（4 項目）、マンモグラフィ検査の負担（5 項目）、

自己検診の利益(4 項目)、自己検診の負担(11

項目)、自己検診の自己効力感(10 項目)の 7 つ

のサブカテゴリー、計 47 項目で構成される尺度



として本研究で使用することとした。 

②乳房セルフケア促進プログラムの考案 

乳房セルフケア促進プログラムは、成人女性

の乳がん検診率及び意識の向上をめざして開

発した「乳がん体験者との協働による乳がん予

防啓発プログラム」（平成 18 年～20 年度文部科

学 省 科 学 研 究 費 補 助 金  基 盤 研 究 (B) 

No.18390595）および乳がん検診に関するアン

ケート調査の結果を基に考案した。 

乳がん予防啓発プログラムは、(ア)看護師に

よる乳がん・Breast Awareness に関する知識の

提供、(イ)乳がん体験者による語り、(ウ)小グル

ープでの乳房セルフチェック実技練習の内容で

構成したが、乳房セルフチェックの実技練習に

関する課題が残った。2010 年の乳がん検診に

関するアンケート調査（鈴木ら，2010）において

も、自己検診の利点は十分に認識しているが、

自己検診を正確に行う方法を習得していないこ

とや正確に行う自信のなさ、忘れがちであるとい

うことが、この実施率の低さに反映していることが

考えられた。以上の結果と乳がんの自己発見率

64％を考慮すると、乳房セルフケア促進プログラ

ムでは乳房セルフチェックの習得にも重点を置

いた内容に修正することが望ましいと考えた。 

プログラムの目標は、「成人女性が乳がん検

診・自己検診に対する意義・方法を理解して、乳

がんを身近な健康問題ととらえることができ、自

己検診の方法を習得できること」とした。 

プログラムの構成内容は、(ア)講義による乳が

んおよび乳がん検診の意義・方法、乳房セルフ

ケアに関する知識の提供、(イ)乳がん体験者に

よる講話、(ウ)乳がん体験者および看護師による

指導とする。乳房セルフケアに関する内容は、

Brest Awareness の概念を基盤とした。 

回数と時間は、プログラムの内容と対象者の

負担を考えて 1 回を 75～90分とした。また、1 回

のプログラムの参加人数は、乳房セルフチェック

の練習時間を考えて 15 人までとし、1 人 15 分の

時間を確保することを考慮した。実施方法は、講

義形式の部分は乳がんの専門知識をもつ看護

師と乳がん体験者で行い、乳房セルフチェック

の実技練習は 1グループ 3～5人程度とし、各グ

ループに乳がん体験者や看護師を配置した。 

③乳房セルフケア指導教材の作成 

指導教材として、乳房モデルと小冊子を作成

した。乳房モデルは、乳房セルフケアプログラム

を効果的に実施するために、装着への抵抗感

が少なく、しこりにバリエーションがあり、持ち運

びに便利なものとして考案された。2010 年に 2

施設の乳腺クリニックに受診し研究の同意が得

られた女性 50 人を対象に、考案した乳房モデ

ルの実用性に関する調査を行った。その結果、

4 個あるしこりのうち 3 個以上を確認できた者は

24％であり、しこりの大きさ（36％）や深さ（20％）

を鑑別できた者も少なかった。この結果を踏まえ

しこりの深さや大きさを鑑別できるモデルに改良

したものを本研究で使用した。 

(2)対象 

対象は、20 歳以上の女性で、乳がんの既往

がなく、研究協力の同意が得られた者とした。 

(3)プログラムの実施方法 

プログラム実施前に、乳がん体験者および研

究協力者でプログラムの内容や方法について打

ち合わせを行った。プログラムは、2011年度およ

び 2012 年度に各年 4 回を合計 8 回実施した。 

(4)データ収集の内容と方法 

本研究では、プログラムの介入前後に行う質

問紙を、対象の特性、乳がん検診・自己検診に

対する日本版健康信念モデル尺度（CHBMS-J）、

マンモグラフィ検査や自己検診の実施状況の項

目を含んで作成した。 

質問紙はプログラム当日の実施前（ベースラ

イン）に自己記載を依頼し、その場で回収した。

その他は、プログラム終了 1 ヵ月後（介入 1 ヵ月

後）、6 ヵ月後（介入後 6 ヵ月）、1 年後（介入後 1

年）の 3 時点において自宅に郵送し、自己記載



後に各自で研究者宛てに返送してもらった。こ

れらの質問紙調査を行う時は、連結可能匿名化

とし、データ分析に携わる研究責任者や分担者

以外の協力者が管理した。 

(5)分析方法 

研究の同意が得られた対象者は 53 人であっ

たが、プログラム介入後 6 ヵ月において乳がんと

診断された 1 人をデータ分析から除外した。さら

に、今回は介入後 1 年までデータ収集できた 33

人を分析対象とした。 

プログラムの有効性を検討するために、

CHBMS-J の「乳がんの罹患性」「乳がんへの懸

念」「マンモグラフィの利益」「マンモグラフィの負

担」「自己検診の利益」「自己検診の負担」「自己

検診に対する自己効力感」の項目に関して、プ

ログラム介入前のベースラインと、介入後1ヵ月、

6 ヵ月、1 年のそれぞれの時点における合計得

点を算出し、繰り返しのある一元配置分散分析

を行った。また、マンモグラフィ検査と自己検診

に対する実施状況は、ベースラインと介入後の

それぞれの時点で McNemar 検定を行った。 

(6)倫理的配慮 

 本研究は、研究代表者の所属大学の研究倫

理審査委員会の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

(1)対象の概要 

対象者の年齢は 30 歳から 75 歳、平均 49.4

歳であった。職業を有している者が 62.3％、既

婚者が 69.8％、子供がいる者が 64.2％であった。

また、乳腺疾患がある者が 18.9％、身近に乳が

ん体験者がいる者が 49.1％であり、その乳がん

体験者との関係は「友人・知人」が 65.4％と多く、

「親・きょうだい」が 19.2％、「親戚」が 15.4％であ

った。また、乳がんおよびマンモグラフィ検査、

乳がん自己検診については、読んだり聞いたり

した事が「ある」と回答した者が 80％以上と高い

認知率であったが、年齢に応じた乳がん検診ガ

イドラインは 26.4％と低い認知率であった。定期

的マンモグラフィ検診受診者は、40 歳以上で

26.4％、自己検診は全体の 18.9％であった。 

(2)乳房セルフケアプログラムの妥当性 

乳房セルフケアプログラムを成人女性に実施

し、有効性を検討したところ、プログラム介入前

（ベースライン）、介入後 1 ヵ月、6 ヵ月、1 年の４

時点における乳がん検診・自己検診に関する日

本版健康信念モデル尺度得点の変化は、図１

に示したとおりである。「乳がんの罹患性」、「乳

がんの恐怖」、「マンモグラフィ検査の利益」、「マ

ンモグラフィ検査の負担」、「自己検診の利益」、

「自己検診の負担」については、介入前後にお

ける得点の変化は認められなかった。しかし、

「自己検診の自己効力感」（F=27.99，p<0.001）

は、プログラムの主効果が認められ、ベースライ

ンよりも介入後１ヵ月、６ヵ月、１年で有意に改善

し、維持されていた。定期的な自己検診および

マンモグラフィ検査の実施状況について、ベー

スラインと介入後 1 年で McNemar 検定を行った

結果は、表 1 と表 2 に示したとおりである。自己

検診の実施率（p=0.004）および 40 歳以上のマ

ンモグラフィ検査実施率（p=0.008）は、ベースラ

インに比べて介入後 1 年で有意に増加していた。

これらの結果から、乳房セルフケアプログラムは、

対象者の自己検診の自己効力感を高め、自己

検診やマンモグラフィ検査に対する行動変容を

促す効果があったと考える。このことは、プログラ

ムにおいて乳房モデルや自己検診の DVD を用

いた乳房セルフチェック技術の演習をしたことが、

自己検診の自己効力感を高めることにつながっ

たと考えられる。さらに、乳がん体験者の体験談

を聞くことにより、対象者は乳がんを自分のことと

してとらえることができ、日頃から乳房に関心を

向けて、自己検診やマンモグラフィ検査の実施

に対する動機づけの強化につながり、行動変容

を促したと考える。一方、乳がん罹患や恐怖に

対する認識やマンモグラフィ検査および自己検



診の利益や負担に対する認識の変化は見られ

なかった。このことは、対象者のプログラム参加

前から乳がんやマンモグラフィ検査、自己検診

に対する認知率が 80％以上と高く、ある程度の

知識をもっていたことが影響したと考える。 

プログラムの内容に対しては、86.5％の者が

満足、92.3％が有用であったと回答した。時間

および人数、プログラムの内容、セルフチェック

指導に対して約 80％が適切と回答していた。 

以上の結果から、看護師と乳がん体験者と協

働して開発・実施した本プログラムは、成人女性

の自己検診の自己効力感を高め、自己検診や

マンモグラフィ検査の実施率の改善につながり、

有効性が認められた。さらに、プログラムの内容

や方法も有用かつ適切と評価されたことから、本

プログラムの妥当性が示されたと考える。 
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図 1 乳がん検診・自己検診に関する日本版健康信念モデル尺度得点の変化 

 

表 1 定期的自己検診の実施率        N=33 

ベースライン 介入後1年 McNemar検定（p値）

実施している 7（21.2％） 19（57.6％）

実施してない 26（78.8％）  14（42.4％）
p=0.004

 
表2 40歳以上の定期的マンモグラフィ検査の実施率  N=23 

ベースライン 介入後1年 McNemar検定（p値）

実施している 6（26.1％） 14（60.9％）

実施してない 17（73.9％）  9（39.1％）
p=0.008
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